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１ 人口減少対策の課題分析と幸せ実感の向上策 

○ 昨年実施した意識調査の結果から市民の現状を市長はどう捉えているのか。併

せて「住んでいて良かった」と市民の幸せ実感（ウェルビーイング）を高めるた

めに必要なことは何か。 

○ 人口減少対策に特化した第２期大野市総合戦略、大野市過疎地域持続的発展計

画が令和７年度で計画最終年度を迎えるが、これまでの成果と課題をどう分析し

ているのか。また、次期戦略、次期計画の目標年次である令和12年（2030年）の

目標人口と年少人口、生産年齢人口、老年人口の割合は。 

○ 令和７年度大野市一般会計予算（案）において、市民の転出抑制（社会減）や

出産（自然増）を後押しする大野ならではの特長ある施策は。 

 

 

２ 中部縦貫自動車道の整備と交通網維持に向けて 

○ 令和８年春の開通を目指して整備が進められている中部縦貫自動車道の工事課

題を含めた現在の状況は。 

○ 本市の交通網が遮断されないよう関係機関による連携強化が求められるが、協

議の場設置を関係機関に要望してはどうか。 

○ 今冬において本市の交通網が何度か寸断されたが、関係機関から通行規制や運

休の事前連絡はあったのか。 

○ 排雪作業による交通規制など、さまざまな部署が持つ情報の市民への提供が徹

底されていないと感じるが改善は。 
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３ １８年をつなぐ教育と人材育成、こども支援の充実 

○ 中学校が再編されて約１年が経過するが生徒への影響はどうか。特に、学力向

上や学校生活の状況、地域移行を進める部活動に対する変化についてどう分析し

ているのか。 

○ 令和８年４月の小学校再編に向けて、特に調整が必要な点は何か。また、小学

校の通学区域を変更するとした有終東小学校において、対象区域の児童はどこを

通って有終南小学校へ通う予定なのか。 

○ 次の冬季営業までにＯＳＯＲＡ来場者からの声を反映して「寒さ対策」を講じ

ることが必要だと感じるが認識は。 

また、市産材の木材を利用したベンチを製作してＯＳＯＲＡや商業施設など多

くの方が来られる場所に設置することで、アピールになると思うがどうか。 

〇 高校生以下のこどもたちが思い切り活動できる環境を整える観点から、議案第

３９号「大野市Ｂ＆Ｇ海洋センター設置条例の一部を改正する条例案」における

個人利用（中学生以下、高校一般）の使用料の値上げ幅を縮小すべきと考えるが

見解は。 

４ 高齢化が進展する中での地域福祉推進に向けて 

○ 監査からの指摘を受けて大野市社会福祉協議会に対する支援の在り方の見直し

を行ったとのことだが、見直しの概略と地域福祉推進団体として期待すること

は。 

○ 地域福祉に対する市民の不安解消に向けて、医療・介護・福祉分野における担

い手の確保を図る仕組みを官民協働で構築しては。 

○ 本市最大のスポーツイベント「越前大野名水マラソン」に、車いすやウォーキ

ングでも参加できるよう実現に向けて検討いただきたいが、市長の考えは。 

○ 市内の温泉、温浴施設における使用料改定議案（議案第３５号、議案第４９

号、議案第５２号）において、中学生以上の市民は現行から１００円増の７００

円となっている一方、身体障害者手帳等保持者の値上げ幅が２００円増の５００

円となっている。博物館等の入館料は大人料金の半額となっていることから、同

様の対応を取るべきではないか。 
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５ 観光で稼ぐ九頭竜エリアへの投資 

○ 「越前おおの産業ブランド力向上戦略」に掲げる観光消費額の増加に向けて観

光行政のかじ取りは。また、一般財団法人越前おおの観光ビューロー、観光関連

事業者に期待することは。 

○ 令和７年度大野市一般会計予算（案）の新規事業・譲渡施設運営補助において

九頭竜スキー場に対する予算措置がされていない理由は。 

○ 本市の課題である冬季における観光消費額の増加に向けて、スキー場や宿泊支

援等の誘客促進策は。 

また、新型コロナウイルス感染症の流行を機に休止されたまま再開されてない

学校におけるスキー教室の復活を求める声が上がっているが、市長の考えは。 

〇 九頭竜エリアにおける観光で外貨を稼ぐ官民協働の仕組みを構築するため、和

泉地域交流センター内に観光部門を新設しては。 

６ 文化振興の方向性と文化財の活用方策 

○ 令和３年度に市長部局に「文化振興」を移管して４年が経過するが、市長が目

指す本市の文化振興とは。 

○ ＣＯＣＯＮＯアートプレイスのターゲットは誰を想定しているのか。 

○ 文化会館あり方検討委員会での議論が終結し、３月には報告書が提出されると

のことだが、市としての方針はいつまでに決定するのか。 

○ 令和３年１月26日の大野市総合教育会議において、市長と教育委員会で協議・

調整が行われ、令和３年２月に市が定めた「教育に関する大綱」の中で「市民が

文化や芸術に親しみ、文化財や伝統文化が継承され、郷土の歴史や文化の魅力が

発信されているまち」を目指す姿とし、文化水準の向上を目指し、文化活動の拠

点となる新たな文化会館の整備について検討を進めるとある。現在の文化会館を

巡る議論を教育委員会としてどう捉えているのか。 

○ 国の天然記念物として地域指定を受けている本願清水イトヨ生息地の価値を、

次代を担う子どもたちの成長に生かすため、事業を復活した「まちなか遠足」の

出発地を本願清水イトヨの里に位置付けて名水と城下町おおのの魅力を市内外に

伝えては。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年３月 第４４３回 大野市議会定例会 

日 

質
問
者 

質
問
方
式 

質  問  概  要  

代
表
質
問
（
第
１
日
）
／
３
日
（
月
） 

林
（
市
政
会
） 

一
括
質
問
・
答
弁
方
式 

７ 本市の財政状況と行政組織の目指す姿 

○ 起債（借金）の借入額が約34億円と急増する令和６年度分を含め、元金償還が

ピークを迎える時期と返済予定額の見通しは。健全財政は維持されているのか。 

○ 令和７年度大野市一般会計予算（案）における債務負担行為「公共施設ＬＥＤ

照明導入業務」の概要と、地元企業や経済への影響が懸念されるリース方式を採

用するとした理由は。 

○ 令和７年度の課題として「職員のエンゲージメント、ウェルビーイングの向上

」を掲げているが、その状況となった原因は何か。併せて、職員自らの幸せ実

感、大野市に対する愛着や思い入れを高めるため市長自身が心掛けてきたこと

は。 

○ 中途退職者が増加傾向であり、その原因はさまざまあるが、組織としてその抑

制にどう改革・取り組んでいく方針か。 

○ 正職員が減少する中、現在のグループ制や組織体制を見直す時期にきていると

思うが、市長はどう捉えているのか。 
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１ 中小農林業者に対する支援について 

令和６年12月定例会で当会派の帰山議員が一般質問において、小規模農業者への

支援が十分でないとの指摘をしたが、新年度の予算にはその点がどのように反映さ

れているのか。大野市内にはブランド品として評価されている農作物があるが、担

い手の減少により、生産者がいなくなることで「大野ブランド」の消滅が危惧され

ている。それと同時に耕作放棄地も増加しかねない。 

〇 このような状況を踏まえ、今後、中小規模の農林業者を支援するための本市独

自の補助制度を検討する予定はあるのか。 

〇 また、個人の農林業者からは、高額な農機具の購入が難しく、機械の故障や身

体の衰えが理由で農業の継続が困難になるという声を聞いている。例えば、市が

農機具を購入し、貸し出す仕組みを導入するなどの支援策について、市民からも

前向きな要望が寄せられているが、このような新しい取り組みについて検討して

いることはあるのか。中小農林業者の支援と地域農業の維持・発展を図るための

具体的な取り組みについて伺う。 

２ 大野市における子育て支援について 

本市では、「大野ですくすく子育て応援パッケージ」や「大野市結婚・子育てハ

ンドブック」などを通じて、結婚から子育てに至るまで、ライフステージに応じた

切れ目のない支援を提供しており、県内でも「子育てしやすいまち」を目指して取

り組んでいる。 

〇 その成果として、現在の本市における子育て支援に対する県内での評価はどの

ようなものと認識されているのか。 

〇 また、「一番子育てをしやすいまち」を目指すのであれば、他市町に対して特

出した個性や独自の補助、さらに支援の平均レベルの高さが求められると考える

が、今後、この目標に向けてどのような具体的な取り組みを進めていくのか。 

〇 さらに、県の補助金が交付されるようになったことを契機に、例えば「第２子

以降の保育料無償化を第１子から」に「第３子以降の副食費無償化を第２子から

」になど、支援の対象をさらに広げることが可能になると考える。近隣市町でも

子育ての独自政策が進んでいるが、本市はどのように支援策を強化していくつも

りなのか、具体的な計画について伺う。 
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３ 六呂師高原に向けた行政支援と関わりについて 

六呂師高原は、観光の４エリアのうちの一つとして位置付けられており、令和７

年度にはキャンプ施設がいよいよオープンを迎える予定で、市民の間でも期待が高

まっているものと考える。本市からは地域おこし協力隊員２名が本事業に参画し、

地域の活性化に向けた業務や企画を進めていると聞いている。オープンが目前に迫

る中、以下の点について伺う。 

〇 県との連携体制についてはどうか。具体的な協力内容や進捗（しんちょく）状況に

ついて伺う。 

〇 昨年、総務省派遣アドバイザーについて説明を受けたが、現在そのアドバイザ

ーは就任しているのか。また、アドバイザーによる具体的な支援内容や、今後の

取り組みについてはどうか。 

〇 地元の食材や農産物を調達し、販売を行う計画があるとのことだが、現時点で

その進捗状況についてどのようになっているのか。具体的な調達先や販売方法に

ついては決まっているのか伺う。 

〇 ５月のプレオープンまで残りわずかとなっているが、これまで地域住民に対し

て進捗状況の説明や情報提供は行われているのか。また、地域住民を巻き込んだ

取り組みが進められているのか、特に阪谷地区の住民がどのように関与している

のか、もうかる方策はあるのかについても伺う。 

 

４ 小中学校施設改修事業について 

本市では出生数の減少に伴い、現在、中学校が統合し、小学校についても統合に

向けた校舎改修工事が行われている。しかし、市民の中には、現在改修が進められ

ている校舎が10年後、20年後にしっかりと使用され続けられるのかについて、疑問

の声が上がっているのも事実である。数年後に使用されなくなってしまうことは、

税金の無駄遣いとも受け取られかねないため、10年後、20年後の見通しについて、

今後の利用計画や適切な活用方法について、明確なビジョンを伺う。 

そして利用計画を示すことが、今後の理解と協力を得るために重要だと考える

が、その点についてどのように進めていく予定か伺う。 
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５ 七間朝市の今後の展開について 

令和７年度大野市一般会計予算（案）では、イベント実施に関する予算は計上さ

れているものの、出店者の募集や朝市の活性化を図るための予算は十分ではないよ

うに見受けられる。また、市及び観光関連のホームページにおいても、関係する写

真や紹介文がほとんど掲載されていない状態になっている。 

このままの状況が続く場合、伝統の維持が困難となり、朝市が消滅する可能性も

懸念されるが、行政として今後どのような方針で取り組まれる予定か見解を伺う。 

６ 市街地における鳥のふん問題について 

鳥獣害対策の一環として、市内の鳥のふん問題が深刻であると聞いている。特

に、七間通りや五番通りの商店街は観光地としても多くの人が訪れる場所である

が、石畳に鳥のふんが目立ちやすく、清掃が困難であることに加え、夏場には悪臭

の原因にもなっているとのことである。 

この問題は以前から指摘されているものの、現時点で有効な解決策が講じられて

いない状況である。近年では、ＡＩを活用して動きを感知し自動で鳥を追い払うシ

ステムや、鳥よけジェルなどの新しい対策が注目されているが、これらの導入を含

め、国や県に対して要望、市町村間で連携した対策を講じることは可能か伺う。長

年の課題となっている市街地の鳥のふん問題に対して、今後どのように対応してい

く考えなのか伺う。 

７ 住民自治検討について 

２月18日に、市民協働による住民自治検討委員会の第１回会合が開催された。こ

れまでに議会に対しても数回にわたり、目的や方向性についての説明が行われた

が、この検討委員会を通じて、具体的にどのような目標を達成しようとしているの

か伺う。特に、20代から40代の若い世代や女性の意見をどのように取り入れ、反映

させていくのか、具体的な取り組みについて伺う。 

さらに、現状の地域活動においても多くの団体の委員や役員などが負担を感じて

いる中で、今回の取り組みによって仕事がさらに増えるのではないかと、不安の声

が上がっている。こうした懸念に対して、どのように対応し、住民自治を促進して

いくのか伺う。 

また、各地区で具体的な取り組みが始まった際には、行政は支援を行う予定があ

るのか伺う。 
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８ 上下水道の維持管理について 

埼玉県において、道路が陥没しトラックが転落する事故が発生した。原因となっ

た水道管は1983年に設置されたもので、一般的に上水道の耐用年数は40年、下水道

は50年とされており、５年ごとの点検の義務の対象外だったとのこと。今後、全国

的にインフラの老朽化が加速することが予想される中、近年頻発している激甚化す

る自然災害が重なった場合、大きな被害や緊急対応が必要となる可能性がある。こ

うした状況を踏まえ、本市においても市民が安心して暮らせるよう、上下水道の現

状と維持管理について伺う。 

〇 市内における上下水道の老朽化点検は、どのような方法で実施しているのか。

また、点検の頻度や、その結果に基づいた対策についての詳細も伺う。 

〇 老朽化の点検に加え、道路の陥没を未然に防ぐための検査も必要と考えるが、

現時点で実施しているのか。または今後の検討予定があるのか伺う。 

 

９ 企業との連携について 

富田産業団地において、(株)モンベルが新たに２区画を購入し、物流施設を新設

するという喜ばしいニュースがあった。これにより、市内には道の駅のモンベルシ

ョップと物流センターの二つの施設が整備され、雇用創出や観光促進、地域活性化

において重要な役割を果たすことはもちろん、モンベルという有名ブランドがもた

らす経済効果は計り知れないものとなっている。全国の事例を見てもアウトドアと

自然、アウトドアと観光、アウトドアと都市部など親和性は高く地元経済の発展に

大きく貢献しているとのデータが幾つもあるようである。これから六呂師高原にキ

ャンプ場ができ、８月には山の日全国大会もあり、今が大切なタイミングだと考え

る。 

〇 現在、本市と(株)モンベルとの協力体制についてどのような状況か、改めて伺

う。また、(株)モンベルから新たな提案や今後の取り組みについての意向はある

のか。将来的に、本市と(株)モンベルがどのような関係を築いていきたいと考え

ているのか、そのビジョンについても伺う。 
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１ 市長の政治姿勢・市政運営について 

〇 ２期目の残す就任期間、どのように市政に臨む決意か。 

〇 新たな視点としての「ウェルビーイング」「シェアリング・エコノミー」「ジ

ェンダーギャップの緩和」に対する市長の思いと、市民にどのように伝えるの

か。 

〇 中途退職者の抑制が課題となる根拠とその具体的な解決策を問う。 

〇 審議会・協議会等、市長の諮問機関についての見解は。 

〇 指定管理者制度導入にあっては、経費の削減を優先するあまり市民サービスの

質の低下や特定企業がもうかる仕組み、最終的には責任を持つべき自治体の意識

が低下するなどの問題点が指摘されている。この点について所見を伺う。 

２ 健全な財政運営と令和７年度当初予算（案）について 

〇 健全な財政運営に向けて市長が力を入れていることは何か。また予算編成に当

たっては苦渋の選択もあったことと拝察申し上げる。そこで令和７年度予算編成

に当たり、決然（けつぜん）としたことは何かを伺う。 

〇 合併特例債の廃止とともに、本市においては人口数が条件にマッチし、タイミ

ング良く、過疎対策事業債の発行が可能となった。令和７年度地方財政計画で

は、臨時財政対策債の計上がゼロになったことにより、今後地方債においては過

疎対策事業債の需要が高まると予想される。過疎対策事業債が膨らむことにより

財政運営に及ぼす影響について問う。 

〇 令和６年度３月補正では各「款」において、実績見込みに基づくとのことで減

額が計上されている。毎年度の当初予算編成段階において、算出の仕方が経常的

になっているのではないか。地方自治法で補正予算の規定があることから、実績

見込みが増加した際にはその都度、補正で十分対応できる。基本的に実績が影響

する予算に関してどのような基準で試算をしているのか。 

また、実績見込みが減少することの要因をどのように分析しているのか。 
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３ こども分野について 

〇 来年度新規事業である学生有償保育ボランティアとはどのようなものか。目

的、対象者、報酬、受け入れ先、保護者への理解、こどもの権利の保障など。 

〇 不登校の児童・生徒を持つ保護者の不安や悩みは尽きない。その一つに学力の

問題がある。不登校児童生徒への学習支援はどのように行っているのか。 

〇 こどもの自殺者数が増加し深刻な状況が続いている。昨年度の自殺者数は527

人と過去最多。うち15人は小学生との報道にやりきれない思いである。児童・生

徒の自殺予防教育、どのようなことを行っているのか。 

〇 県は、４月に開幕される大阪・関西万博の入場券を県内の全小・中・高生に無

償配布するとし、未来戦略課１億3,600万円と義務教育課400万円、計１億4,000

万円を当初予算に計上している。修学旅行や遠足などの校外学習に対しても入場

券を無料としている。未来を担うこども達のために本市において校外学習に取り

入れる考えはあるか。 

 

４ 健幸福祉分野について 

〇 令和２年から始まったおおのヘルスウォーキングプログラム、医療費や介護に

かかる費用の抑制、介護認定率を下げる、肥満の改善や筋肉量アップ、さらには

メンタル面においても成果を上げている。そこで今後の展開について伺う。 

 

５ 地域経済分野について 

〇 六呂師高原活性化事業（予算額2,705万6,000円）、観光施設営繕事業（予算額

6,635万9,000円）、譲渡施設運営補助（予算額2,345万5,000円）、越前おおの結

ステーション管理運営経費（予算額3,718万6,000円）、ファミリーリゾート休養

施設管理運営経費（予算額5,256万5,000円）、これらは各事業所への投資だと考

えられるが、市にとって効果があると確信をしているのか。 
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〇 地方公共団体として天守閣のある城があるところは全国でも数少ない。奥越の

小京都と言われている本市において、天守閣のある越前大野城は天空の城効果も

あり入館者も多くホットスポットとなっている。また、本市の歴史とともに市民

にも親しまれている城であり、まちづくり、観光、稼ぐ力等につながる重要施設

の一つである。このかけがえのない越前大野城をさらなる本市の発展につなげる

ための取り組みを伺う。 

〇 多目的機能を持つ森林の整備は欠かせない。そのためには森林の地籍調査を急

ぐ必要がある。森林の地籍調査はどこまで進んでいるのか。今後の計画は。 

６ くらし環境分野について 

〇 特殊性のある本市の地下水、そのマネジメントをどのように展開していくの

か。 

〇 災害時による上下水道の敷設管破損の問題や財政の問題、利用料金の問題など

リスクも多々ある中で農業集落排水と公共下水道の統合にスタートを切った。今

後、新たな起債の発行も必要となり財政のひっ迫が懸念される。両施設の統合よ

り、急がなければならないことは下水道の加入率を上げることだと考えるが、決

断した理由を伺う。 

７ 地域づくり分野について 

〇 文化会館あり方検討委員会の報告書を受け、今後どのように進めるのか。 

〇 人口減少、空き家の増加などの現状を踏まえた上で、行政区の統合についての

見解を伺う。 

８ 行政経営分野について 

〇 物価や光熱費高騰の中、使用料・手数料等の値上げは市民にとってはますます

厳しい生活を強いられることになる。受益者負担の適正化を目的の改定だが、上

下水道料金に関して今後どのように対応していくのか。 

〇 財務会計システムの更新には多額の費用が必要となる。新年度から運用を開始

する文書管理や電子決裁のシステム化に係るイニシャルコスト等は幾らか。国が

新規に創設したデジタル活用推進事業債は活用できるのか。 
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９ 教育行政について 

〇 中学校再編から１年が経過し、見えてきた課題や問題点は。またその解決に向

けて２年目の今年はどのように取り組んでいくのか。 

〇 支援員、指導員、相談員、スクールカウンセラー、ソーシャルワーカーなどを

各学校に配置しているが、どのような連携を図っているのか。統括責任者は誰が

担っているのか。また、支援等をしている児童・生徒の担任とはどのように連携

しているのかを伺う。 

〇 教育長の所信表明で語られた０歳から18歳までをつなぐ教育の推進とはどうい

うことか。また本市の特色を生かした幼保小中高の連携とは。 

18年をつなぐ保育内容、教育内容、指導方法等の更なる充実の取り組みとは、

どのようなものか伺う。 
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１ 女性のがん対策と支援について 

女性の健康を考える上で、女性のがん対策をすることは大変重要と考える。そこ

で、５点について質問する。 

〇 女性特有のがんである乳がん・子宮頸がんの対策として、令和７年度予算では

どのような取り組みを行うのか。 

〇 乳がん検診・子宮頸がん検診の無料クーポンでの受診率を伺う。 

〇 子宮頸がんを予防するＨＰⅤワクチン接種について、本市の取り組みを伺う。 

〇 積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した女性に対し、公費での接種の機

会を提供した『キャッチアップ接種』の接種率を伺う。また、令和６年度で定期

接種が終了する高校１年生の接種率を伺う。 

〇 本市のがん患者アピアランスサポート事業の取り組みと実績を伺う。 

２ ヒヤリングフレイルの普及啓発と庁内窓口のサービス向上について 

ヒヤリングフレイルとは、聞き取る力が衰えることである。聴覚の機能が低下す

ることによって、人や社会とコミュニケーションがうまく取れず、心身にストレス

を抱えたり、生活機能が衰えたりする状態のことを指す。フレイルは完全に介護を

必要とする状態ではなく、適切な生活改善や治療を行えば快方に向かえる段階であ

る。聴力の衰えが進むと、会話が消極的になったり、活動範囲が狭まったりするた

め、認知症やうつ状態のリスクも高くなると言われている。そこで、３点について

質問する。 

〇 ヒヤリングフレイルの普及啓発や早期発見の仕組みづくりについて、本市の所

見を伺う。 

〇 本市の庁内窓口では、耳が聞こえづらい市民に対して、どのような対応をして

いるのか。 

〇 本市の庁内窓口に軟骨伝導イヤホンを導入する考えはあるか。 
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３ 帯状疱疹ワクチンの接種について 

 帯状疱疹を予防するワクチンが本年４月から定期接種化され、接種費用の一部が

公費助成されることになった。そこで、３点について質問する。 

〇 帯状疱疹ワクチンが定期接種となる対象者は。 

〇 帯状疱疹ワクチン接種は、どこで接種できるのか。 

〇 帯状疱疹ワクチン接種を希望した場合、費用の自己負担額は。 
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１ ＯＳＯＲＡについて 

１月25日にＯＳＯＲＡがオープンした。 

雪の多い大野では、冬季間は外で遊ぶことが難しい土地柄で、屋内型の遊び場が

できたことは市民にとってうれしいことである。 

そこでお聞きする。オープンして約１カ月半経ったが、利用状況や利用者の反応

はどうか伺う。 

２ 空き家対策について 

本年１月の降雪は例年と比べても重く湿った雪が多かったように感じる。重く湿

った雪は、家屋への負荷が多く、戸が開けにくくなった家庭も多かったのではない

かと察する。 

さて、この降雪により市内の空き家が倒壊する事象が発生している。幸い、周辺

の住宅に被害はなかったが、庭木などは損傷を受けている。この空き家は長い間放

置され、周辺の方はいつか壊れるのではないかと心配され、市の担当部局にも常々

相談されていたとのことである。倒壊状況は、２階建ての家屋の真ん中の部分が落

ち込み、北側、南側の一部が残っている状況である。地震や強風、更なる降雪によ

りいつ倒れるか分からない状況で、倒れ方によっては周辺家屋に被害が及ぶ可能性

は十分にあり得る状況である。約２カ月近く経過した現在でも同様の状況で、その

間、何回かの大雪に見舞われているが、そのたびに大丈夫かと心配しているとのこ

とである。 

そこで以下の点についてお聞きする。 

○ 市内において特定空家等に認定された物件は何件あるのか。また、その判断基

準は。 

○ 倒壊の危険がある、又は倒壊した空き家の所有者への指導を行っているか。 

○ 大野市空家等対策の推進に関する条例第10条（緊急安全措置）に基づき、市が

措置を講じた事例はあるか。 

また、あるならば何件あるのか。 
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１ 稼ぐ力について 

〇 市内事業者の「稼ぐ力」と企業価値の向上のため、さまざまな事業に取り組ん

できているが、どのような事業を実施し、どのような成果を上げてきたのか。 

〇 道の駅「越前おおの荒島の郷」は、市内事業者の稼ぐ力の向上に対し、どのよ

うに貢献しているのか。 

〇 中部縦貫自動車道の県内全線開通に向けて、令和７年度は、どのような事業に

取り組むのか。 

〇 議案第３号 令和７年度大野市一般会計予算案に計上されている稼ぐ力応援事

業の内容について伺う。 

 

２ 田んぼダムについて 

〇 議案第３号 令和７年度大野市一般会計予算案に計上されている、団体営土地

改良事業で実施する田んぼダムの取り組みに向けた水田整備工事の内容について

伺う。 

 

３ ドクターヘリについて 

〇 令和３年に運航開始となった福井県ドクターヘリについて、市内での運航実績

はどのようになっているのか。また、運航実績は福井県全体に対してどのような

割合になっているのか。 

〇 ドクターヘリによる搬送を要請する判断はどのようにしているのか。市内では

どのような状況での搬送が多いのか。 

〇 ドクターヘリによる搬送は、救急自動車による搬送と比較してどれくらい短縮

されるのか。 

 

４ 農業集落排水の統合について 

〇 農業集落排水の統合に向けて、各処理区を中心に説明をしてきたが、どのよう

な意見が出され、施策に反映できた意見と反映できなかった意見にはどのような

ものがあるのか。 

〇 議案第10号 令和７年度大野市下水道事業会計予算案に農業集落排水統合推進

事業2,030万円、農業集落排水建設事業3,605万円、農業集落排水計測器設置事業

1億630万6,000円が計上されているがその内容について伺う。 

〇 統合に向けて、今後、国や福井県への諸手続きはあるのか。あるのであれば、

どのような手続きなのか。 
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１ 令和７年度の道路及び歩道の除排雪について 

〇 昨年11月12日に結とぴあにて「大野市克雪市民会議」を開催し、大野市雪害対

策計画書も策定された。今冬の除排雪において計画通り遂行されたのか。また、

消防対策「消防水利」の確保状況についても伺う。 

〇 第一種路線の一部路線では、早朝除雪実施後の積雪により路面の凸凹が大き

く、交通に支障がでている路線が散見された。市民生活の安全確保の観点から、

翌朝の除雪を待つことなく圧雪処理や早期の排雪等の柔軟な対応も必要と思う

が、見解を伺う。 

〇 有終東小学校通学区域変更により先行して、令和７年４月１日から、５地区

（弥生町１区、弥生町２区、幸町区、東中区、春日三丁目下区）の新小学１年

生、２年生の数名が有終南小学校へ通学することになる。集団登校が望ましい

が、集団登校班長が１年生や２年生では集団登校は現実的に無理である。児童が

安全安心に通学できるよう、歩道除雪区間の見直しや対策が必要と思うが見解を

伺う。 

 

２ 令和７年度本市の観光ビジョンと観光誘客施策について 

 国土交通省福井河川国道事務所は2025年１月28日、第10回「中部縦貫自動車道事

業費等監理会議」を開催し、九頭竜湖畔に架ける新子馬巣谷橋（仮称）の工事課題

による精査中の開通時期を2024年度中に示すことになっている現状ではあるが、中

部縦貫自動車道県内全線開通まであと一歩の状況である。また、人口減少している

本市において市外県外の多くの方々に本市に来ていただき、観光消費額増加による

経済効果を生み出していくことは、本市の喫緊の課題である。それらのことから本

市の取り組みについて、以下４点を伺う。 

〇 多くの観光客に本市へ来ていただき、観光消費額を増加していただくために

は、観光目的地が本市であることが理想である。令和７年度の重要な事業である

観光情報発信事業において、どのような方法で本市をアピールしていくのか伺

う。 
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〇 観光庁が取りまとめた訪日外国人消費動向調査をみると、コロナ禍前の2019年

訪日外国人旅行消費額4.8兆円に対し2023年度は約10.2㌫増の5.3兆円という結果

である。ＪＲ福井駅から交通アクセスが良くない本市であるが、訪日外国人旅行

支出１人平均21万3,000円と高額な観光消費額を生みだしてくれるインバウンド

施策の実施も、本市活性化にとり重要である。インバウンド誘客事業費として、

令和７年度予算額153万9,000円の予算対応で良いのか伺う。 

〇 本年４月13日から半年間、2025年日本国際博覧会「2025年大阪・関西万博」が

開催され、想定来場者数が約2,820万人とされている。本市も臨時事業として令

和７年度大阪・関西万博への参加として予算計上されているが、具体的に事業費

予算の内訳と目的を伺う。 

〇 本市が５年後、10年後、どのような観光地になることが理想なのか、本市の観

光ビジョンを伺う。 
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１ 令和７年度当初予算案について 

〇 令和７年度は、第六次大野市総合計画前期基本計画の総仕上げを行う年度で、

六つの分野の基本目標に沿って提案理由説明があった。その上で、特に子ども・

子育てに対する新規の予算案がないように見えるが、その理由を伺う。 

〇 隣の勝山市は、住民票のある０歳から18歳までの19年間で合計115万円を給付

する「115(いいこ)みらい応援金」を創設し、子ども・子育て政策の充実を図ろ

うとされていることについて、本市で実施できないか見解を伺う。また、本市独

自に子ども・子育て基金を創設し、将来の安定した財源として確保される考えは

あるか伺う。 

 

２ 大野市通学路等交通安全プログラムについて 

〇 本年度は、長期間にわたり大雪に見舞われた。小・中学生が通学時に車道を歩

く姿を多く見かけたが大変危険であると考える。学校を休校とするためのマニュ

アル等はあるのか伺う。また、積雪時の児童・生徒の送迎で、始業・終業時に学

校付近が大変混雑し地域住民にも負担が掛かっている。積雪により悪路となるた

め渋滞や事故の危険性も高くなるが、教育委員会においてどの時点で休校の判断

をしているのか伺う。 
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１ 今後の財政の見通しについて 

令和７年度当初予算の規模は、一般会計では202億6,500万円で、昨年度比5.2㌫

減となっている。特別会計、企業会計を入れた予算総額は、315億5,805万8,000円

で、昨年度比2.6㌫減となった。 

一般会計で言えば、昨年度より大幅減となっているとは言え、令和２年～５年の

４年間の一般会計の平均は約177億4,300万円となっており、約14㌫も多い。令和５

年度から一般会計の予算が増えているのは、学校の大規模改修、ごみ処理施設の基

幹改良工事、防災行政無線の整備、屋内型子どもの遊び場の整備など、大規模な予

算を要する事業が主な理由であるとの説明を受けている。このような予算編成で

は、今後、持続可能な財政運営ができるのか懸念される。 

そのような中で、令和６年７月に、財政経営課から「大野市中期財政見通し（案

）（令和６年度～令和12年度）」が示された。このような中期財政についての資料

は、「限られた財産を、優先順位を決めて効果的に使う」という方向に向けて、さ

まざまな立場の人々の気運を高めるために重要な情報となるため、大いに評価した

い。 

そこで、次の点について質問をする。 

〇 令和12年度までの歳入と歳出について、どのような見通しを持っているのか。 

〇 財政調整基金について、今後、どのような見通しを持っているのか。 

〇 「大野市中期財政見通し」の資料を、どのように活用したり改訂したりしてい

くのか。 

２ にぎわい創出について 

 北陸新幹線の敦賀延伸から、福井県への来県者は２割以上増えた。特に、敦賀市

と福井駅周辺は大幅な観光客増となり、勝山市も恐竜博物館の来館数が過去最高と

なっている。残念ながら、本市は、まだその効果を生かせていない。 

 さらに、中部縦貫自動車道の九頭竜インターチェンジから（仮称）油坂出入口の

区間で複数の工事課題が発生し、全線開通時期が大きく遅れる可能性も出てきてい

る。中京方面からの観光客の伸びも少ない。 
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 日本全国ではインバウンドの増加が話題となる中、福井県ではインバウンドの伸

びが少ない状況である。本市では、昨年から少しずつではあるが、台湾を中心に本

市を訪れる外国人が増えているとお聞きする。本市には、日本ならではの自然や東

洋文化などの観光資源が多く存在する。それらの利点を生かすことで、インバウン

ドの増加につながると考える。 

そこで、次の点について質問をする。 

 

〇 長年、観光の目玉となってきた七間朝市の存続について、どのような施策を取

っていくのか。 

 

〇 インバウンドを増やすために、どのようにしていくのか。 

 

〇 今後、六呂師高原の活性化構想、星空保護区を観光へどのように活用していく

のか。 

 

３ 小中学校体育館の空調設置について 

長年、多くの教育関係者、保護者などが切望していた、小中学校体育館の空調設

備の予算案が、令和７年度当初予算に計上されている。「小中学校体育館空調整備

事業」では、小中学校体育館への空調設置に向けた基礎調査についての予算、「小

中学校施設改修事業」の中には、中学校体育館の空調設置に係る実施設計の予算が

盛り込まれている。近年の異常気象が多発する中、児童・生徒の健康管理の面にお

いても、社会体育などで利用される一般市民にとっても、教育や福祉の充実という

面で非常に有効なことと考える。しかし、財政がひっ迫している本市にとって心配

な点もある。 

そこで、次の点について質問をする。 

〇 小学校体育館、中学校体育館の空調設置に向けて、それぞれどのようなスケジ

ュールで進めていくのか。 

〇 体育館の空調は、どのようなレベルのものを設置することを目指すのか。 

〇 空調の設置費や維持管理費について、どのような財政の見通しを持っているの

か。 
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１ 文化活動の確保について 

大野市文化会館は老朽化に伴い、令和８年６月までに休館を検討するとしてい

る。 

今後の文化施設について、大野市文化会館あり方検討委員会に、現文化会館の建

て替えや結とぴあ裏駐車場での増築等の４案を提示し、検討を行ってきたが、市長

は第439回定例市議会本会議において、この案に対し、突然踏みとどまるとの発

言。 

〇 財源を問題としているが、突然の変更に検討委員会や市民は困惑している。文

化施設はどうなるのか、大野市は大丈夫なのか、市長自ら説明する必要があると

考えるが、見解を伺う。 

〇 稼働ステージやパイプ椅子の設置・撤去が必要になり、その都度、時間や費用

がかかる、固定されていない座席では災害時の避難に支障が出る、パイプ椅子で

落ち着いて鑑賞できるのか、観客席がフラットで後ろの席は前席者の頭で舞台が

見えない。音響や照明設備の整った県内の文化ホールで文化事業を実施する市民

や市内文化団体に対し、施設利用料とバス賃貸料の一部を市が負担するとのこと

だが、市民・文化団体等は納得しているのか。 

〇 結とぴあ多目的ホールは文化活動専用とし、スポーツ活動は他の施設で行うこ

とはできないのか。 

〇 学校の体育館にエアコン設置を進めるとのことだが、統廃合によって廃校とな

っている体育館にもエアコンを設置して、市民に開放してはどうか。 

〇 結とぴあ多目的ホールは耐用年数経過後、20年・30年と利用できるよう改修も

含め適正な施設管理に努めるとしているが、いずれは使用できなくなる。その後

の文化施設をどのように考えているのか。 

２ 学校給食無償化「３人っ子給食助成事業」について 

 「３人っ子給食助成事業」では小・中学校の給食費を養育する子の３人目から無

料にしており、複数の子どもがいる家庭には大変喜ばれている。しかし就職等で、

前年中の所得が48万円を超えている子どもは、養育する子として人数に数えないと

いう規定になっている。 

進学等で学費などに負担が掛かり、物価高の中で保護者の負担が厳しくなってい

る。 

さらに物価高で生活は厳しく、アルバイトをしながら学ばざるを得ない学生もい

る。 

所得税の課税最低ライン「103万円の壁」も見直しが検討されている。 

所得48万円を超えている場合も養育する子の数に入れるべきではないか。 
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３ 関西万博について 

県は、県内の全児童・生徒に万博の「チケットＩＤ」を無償配布し、ウェブ上で

入場登録手続きをしてもらうとのことで県民から税金の無駄遣いだとか家庭の事情

で行ける子と行けない子で不公平になることを問題視する声が上がっている。 

また、メタンガスによるガス爆発の危険性も払しょくされていない。 

このような中、校外学習で万博訪問を予定する公立小・中学校にも希望人数分の

チケットＩＤを配るという事だが、市として校外学習や修学旅行での参加について

はどのように考えるか。 
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１ 令和６年火災救急救助統計について 

〇 令和６年の救急出場件数1,453件に対し不搬送が149件と出場件数の１割を超え

ているが、不搬送の原因について伺う。 

〇 令和４年中の救急自動車による現場到着所要時間が、全国平均で約10.3分と初

めて10分を超え、病院収容所要時間は令和に入ってから全国平均が40分を超え約

47.2分となった。本市における、現場到着・病院収容所要時間にも変化があるの

か伺う。 

 

２ 人口減少・少子化政策について 

○ 福井県の推計人口（年報）令和６年調査結果、表19の市町別各種指標で本市の

出生率は0.37㌫と県内市町で最下位となったが、急激な出生率の低下要因を分析

されているのか伺う。 

〇 同じく、表14の市町別県内移動者数で本市は転入245人、転出424人、差引マイ

ナス179人と令和元年から６年間で1,145人、年平均約190人が県内他市町へ吸収

されており、６年連続県内市町で最下位となっているが、要因を分析されている

のか伺う。 

〇 石山市政における人口減少・少子化政策について、改めて評価を伺う。 
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１ 地方創生について 

〇 国の当初予算も年度内の可決にめどが立つ中、地方創生の交付金も倍増され、

新たな経済対策で農林水産業や観光業の付加価値を高める取り組みや買い物や交

通手段に制約がある高齢者らへの支援、デジタル新技術の活用など、また災害時

に設置する避難所の環境改善や全国で相次ぐ盗難事件を受けた防犯対策強化にも

使えるようにする方針を示されているが、どれくらいの国の地方創生の予算が当

初予算に充当されているのかを伺う。 

２ 「大野市こども・若者計画」について 

〇 令和７年度から「大野市こども・若者計画」が施行されスタートしていくが、

「大野市こども・若者計画」の策定の趣旨として「全てのこどもや若者、子育て

世代の多様な夢や希望を尊重し、ウェルビーイングな生活を送ることができる社

会の実現に向け、人のつながり、地域のつながり、社会のつながりにより、こど

も・若者、子育て世代への支援を行う」とし、①こどもから若者まで共通した支

援、②結婚支援、③妊娠・出産支援、④乳・幼児期の支援、⑤学童期の支援、⑥

保護者への支援、⑦配慮を必要とする支援の七つの施策の柱を掲げて取り組むと

している。 

当初予算には、どのように反映されているのかを伺う。 

 

３ インバウンドについて 

〇 2024年のインバウンド（訪日客）が過去最多となり、訪日客の消費額もこれま

での最高額を更新した。 

昨年３月北陸新幹線が敦賀まで開業し、今後、中部縦貫自動車道の県内開通

が、現在白紙の状況だが、その開通を見据えて、当初予算でインバウンド誘客促

進に153万円を充てて、観光戦略の策定を行うとのことだが、どのような内容なの

かを伺う。 

〇 インバウンドについて、福井和泉スキー場の取り組みや大野商工会議所のモニ

ターツアーや体験ツアーなど民間や団体・組織などの取り組みも行われている。 

これらのことを踏まえながら本市としてどのように取り組んでいくのか、また

今後の展開を伺う。 
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４ 下水道事業と地下水保全事業について 

〇 埼玉県八潮市の道路陥没事故は、大野市民にも不安を招いている。その陥没事

故を受けて福井市では、独自に点検を行うとしている。 

大野市として市民の安全安心のためにどのような対応を考えているのか伺う。 

〇 農業集落排水設置供用からかなりの年月が経過し、市道などの舗装の陥没やマ

ンホール間の舗装が沈下し、雨の日などに水たまりができ、水はねで子どもたち

の通学に支障が出るような箇所もある。 

そのような箇所の点検や原因調査などを行い、計画的な舗装の補修や更新を実

施していただきたいと思うが、その見解を伺う。 

〇 環境保全対策事業や地下水保全対策事業で河川水質検査や地下水の水質検査が

定期的に実施されている。 

また、テトラクロロエチレンの検査も実施されていると聞いている。 

それらの検査はどれくらいの頻度で、どのような項目の検査が実施されている

のか伺う。 

〇 国では、PFOS、PFOA（ピーフォス、ピーフォア）の水質検査などを法律で義務

付ける方針を固める中で、環境汚染の実態調査について、どのような考え方を持

っているのか伺う。 
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１ 市長の政治姿勢について 

○加速度的に進む人口減少・少子高齢化についての考えは。 

○行財政改革の進捗はどうか。 

○大野市こども・若者計画のコンセプトは。 

○観光事業及び入込数の推移はどうか。 

○ゼロカーボンシティの現状と事業についてはどうか。 

２ 市長の政治姿勢について２ 

○大野市の第三セクターについて今後の考えは。 

○行政と民間企業との契約等（売買・賃貸）について現状は。 （宝慶寺いこいの

森） 

○防災計画の進捗はどうか。 

○駐車場有料化の目的は何か。 

○産業団地残地について売却はどうか。 

○中部縦貫自動車道路の供用開始遅れによる当市への影響は。 

 

 

 

 


